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パラオサンゴ礁におけるサンゴ礁劣化にともなう生物群集代謝および海水中炭酸
系の変化

Change in community metabolisms and seawater carbonate chemistry by degradation of
coral reefs at Palau barrier reef
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サンゴ礁劣化にともなうサンゴ礁礁原生物群集代謝の変化を長期的な調査から明らかにした。群集純生産、呼
吸、総生産、石灰化が 1994 年と 2000 年で比較してそれぞれ 32％,46％,44％,57％に減少した。これらの傾向は、
主に 1998 年の世界規模でのサンゴ礁白化現象による生サンゴ被度の減少と調和的である。ラグーン海水の集中的
観測からは、サンゴ礁礁原のみでなく、全サンゴ礁規模での生産性（炭素フラックス）が過去 10 年で年を追うご
とに 33～50％と減少したことが示唆された。近い将来、世界規模でのサンゴ礁の劣化が引き起こされることが予
測されているが、サンゴ礁はその結果地形および生物多様性を維持できなくなる可能性がある。


